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て
大
き
な
問
題
を
出
さ
れ
た
。
そ
の
一
つ
は
均
篠
冊
に
お
け
る
戸
別
は
、
従

来
の
賛
怖
の
そ
れ
と
は
異
っ
た
基
準
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
る
ζ

と
が
多
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
そ
の
場
合
問
土
(
税
糧
)
を
重
視
し
た
意
味
は
何

か
、
と
い
う
乙
と
で
あ
る
。
も
う

一
つ
は
、
初
期
の
均
筏
法
で
は
従
来
の
上

中
下
三
等
の
戸
川
が
踏
襲
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

っ
て
、
三
世
守
九
則
の
戸
則
は

採
用
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

乙
の
問
題

が
単
な
る
戸
別
だ
け
の
問
題
で
な
い
こ
と
は
氏
の
論
文
を
諌
め
ば
隙
然
で
、

均
徳
法
の
普
及
、
及
び
そ
の
鎚
質
の
過
程
を
さ
ら
に
詳
細
に
再
検
討
し
な
け

れ
ば
解
決
の
つ
か
な
い
問
題
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

削
岩
見
宏
「
銀
差
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
|
明
代
筏
役
の
銀
納
化
に
闘
す
る

一

問
題

l
」
(
史
林
四

O
の
五
)

山
間
鶴
見
倫
弘
「
明
代
の
崎
容
戸
に
つ
い
て
」
(
東
洋
間
半
報
四
七
の
=
一
)
。
乙

の
論
文
の
提
起
し
た
間
組
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
小
山
正
明
「
明
消
枇
曾
経

済
史
研
究
の
回
顧
」
(
枇
曾
経
済
史
拶
三
一
の
一
五
)
が
泊
航
に
論
じ
て

い
る
。

仰
小
山
正
明
「
明
代
華
北
賦
・
役
制
度
改
革
史
研
究
の
一
検
討
」
(
東
洋
文

化
三
七
)
。
乙
の
鮎
に
つ
い
て
は
山
線
氏
も
後
記
で

ふ
れ
て
お
ら
れ
る
。

(
谷
口
規
矩
維
)

中
園
回
数
史
序
説

そ
の
枇
曾
史
的
研
究今

永

清

ニ

著

昭
和
四
十
年
十
月
弘
文
堂

A
5剣
一
九
八
頁

四
回
民
族
或
い
は
回
族
は
、
中
闘
に
於
け
る
少
数
民
族
の
中
で
も
比
較
的
人

口
の
多
い
民
族
で
あ
り
、
一
九
五
三
年
の
調
査
に

4
れ
ば
、
西
蔵

・
墓
鴻

・
華

僑
中
の
国
民
を
除
い
て
約
三
五

O
高
と
い
わ
れ
、
現
在
で
は
四

O
O寓
近
く
、

中
国
仙
総
人
口
の
約

0
・
六
%
を
占
め
て
い
る
。

現
在
中
闘
に
於
い
て
は
、
特
に
少
数
民
族
史
研
究
の
立
場
か
ら
回
族
に
つ

い

て
の
研
究
が
進
め
ら
れ
、
清
代
の
回
民
運
動
に
闘
す
る
資
料
集
、
「
回
民
起

義
」
の
公
刊
を
は
じ
め
、
い
く
つ
か
の
研
究
成
果
が
設
表
さ
れ
て
い
る
。

わ
が
闘
に
於
い
て
も
、
戦
後
新
た
に
中
関
回
数
史
研
究
が
復
活
し
、
故
田
坂

輿
道
氏
の
大
著
「
中
闘
に
於
け
る
回
数
の
停
来
と
そ
の
弘
通
」
を
は
じ
め
、
現

在
活
飽
中
の
二

・
コ
ヌ
り
先
撃
に
よ
り
研
究
成
果
が
著
書
・
論
文
と
し
て
震
表
さ

れ
て
き
て
い
る
。
本
書
も
こ
う
し
た
戦
後
の
回
数
史
研
究
の
中
で
の
一
つ
の

成
果
で
あ
り
、
従
来
の
研
究
に
新
ら
し
い
観
貼
を
加
味
し
、
更
に
近
代
中
園
に

於
け
る
民
族
問
題
を
も
検
討
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
、
少
数
民
族
史
研
究

の
翻
貼
か
ら
も
評
値
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

著
者
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
黒
人
に
劃
す
る
人
種
差
別
問
題
、
わ

が
国
に
於
け
る
部
落
解
放
運
動
、
清
代
中
闘
に
於
け
る
国
民
問
題
な
ど
は
、

「
同
一

の
世
界
史
的
課
題
の
範
鴫
に
属
す
る
も
の
」
と
み
な
さ
れ
、
特
に
清
代

の
漢

・
回
問
題
は
民
族
差
別
の
具
短
的
か
つ
顕
著
な
佐
倉
現
象
で
あ
っ
た
と
し

て
把
田
位
さ
れ
て
い
る
。
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従
っ
て
、
本
書
の
特
徴
も
「
わ
た
く
し
は
中
国
回
数
祉
舎
を
未
解
放
部
落
と

し
て
の
観
鮎
に
立
っ
て
理
解
す
べ
き
こ
と
を
新
し
く
提
起
す
る
も
の
で
あ
り
、

木
書
は
そ
の
た
め
に
草
し
た
試
論
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
中
国
回
数

社
曾
を
未
解
放
部
洛
と
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
れ
故
に
ま
た
、
回
民
起

義
は
、
清
朝
の
堅
政
下
に
生
み
だ
さ
れ
た
回
民
へ
の
民
族
差
別
を
返
上
し
、

「
人
間
と
し
て
の
最
低
生
活
を
戟
い
と
ろ
う
と
し
て
解
放
運
動
を
展
開
し
た
も

の
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
八
章
四
十
一
節
か
ら
成
る
が
、
第
四
章
を
除
い
て
、
す
べ
て
最
近

畿
表
さ
れ
た
論
文
を
補
訂
し
て
牧
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

内
容
的
に
は
「
回
数
駐
曾
の
構
造
、
回
民
の
生
産
活
動
、
回
民
起
義
や
漢
・

回
封
立
問
題
、
清
朝
の
国
民
政
策
」
な
ど
に
及
ん
で
い
る
が
、
大
別
す
れ
ば
回

民
共
同
鰻
研
究
(
一
・
ニ
・
三
・
四
叢
)
と
回
民
起
義
研
究
(
五
・
六
・
七

章
)
を
主
な
内
容
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
各
章
の
表
題
は
次
の
如
く

で
あ
る
。

第
一
章
、
中
園
回
数
枇
舎
の
構
造
的
特
質
。
第
二
章
、
中
国
回
数
枇
舎
の
展

開
過
程
。
第
三
章
、
清
末
民
国
時
代
の
包
頭
回
数
吐
曾
。
第
四
章
、
中
闘
に
お

け
る
回
民
商
業
資
本
。
第
五
章
、
中
園
に
お
け
る
由
民
起
義
の
一
形
態
。
第
六

章
、
清
朝
の
回
民
政
策
。
第
七
章
、
林
則
徐
の
回
民
政
策
。
第
八
章
、
中
園
田

民
の
歴
史
停
統
。

以
下
、
上
記
の
二
つ
の
主
な
内
容
に
関
し
て
著
者
の
主
張
さ
れ
る
問
題
貼
を

考
慮
し
紹
介
し
て
ゆ
き
た
い
。

な
お
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
本
書
は
既
設
表
の
論
文
を
集
め
て
成
っ
た
関

係
も
あ
っ
て
、
各
章
に
於
け
る
記
述
に
は
か
な
り
重
複
す
る
内
容
を
含
ん
で
い

る
の
で
、
今
は
各
章
に
つ
い
て
個
別
的
に
紹
介
す
る
の
で
は
な
く
、
前
半
四
章

を
回
民
共
同
館
研
究
、
後
半
三
章
を
由
民
起
義
研
究
と
し
て
一
括
し
て
把
握

し
、
紹
介
す
る
こ
と
を
お
断
わ
り
し
て
お
き
た
い
。

き
て
、
著
者
の
研
究
の
出
護
鮎
と
な
っ
た
の
は
、
従
来
の
中
園
回
数
史
研
究

と
り
わ
け
清
代
の
回
民
運
動
の
把
握
の
し
か
た
に
謝
す
る
再
検
討
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
「
清
代
に
お
け
る
漢
・
回
封
立
や
回
民
運
動
は
、
清
朝
官
僚
の

座
政
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
清
朝
皇
帝
H
政
権
は
漢
民
と
回
民
を
、
『
一
視
同

仁
』
し
て
恩
典
を
輿
与
え
た
と
す
る
佐
口
透
氏
の
所
説
(
中
園
ム
ス
リ
ム
佐
倉
の

一
側
面
|
清
朝
貫
録
よ
り
貌
た
る
|
、
内
陸
ア
ジ
ア
の
研
究
)
、
ま
た
そ
れ
を

基
本
的
に
踏
襲
さ
れ
る
中
田
吉
信
氏
の
見
解
(
同
治
年
間
の
快
甘
の
回
飢
に
つ

い
て
、
近
代
中
園
研
究
第
三
輯
〉
に
は
、
な
ん
と
し
て
も
疑
問
を
い
だ
か
ざ
る

を
得
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

回
民
共
同
種
研
究
は
、
「
中
園
回
数
社
曾
研
究
の
基
本
課
題
」
が
「
回
民
共
同

種
」
に
あ
る
こ
と
を
考
え
、
「
回
民
運
動
は
、
清
朝
官
僚
の
背
後
を
な
す
清
朝
政

権
の
差
別
政
策
の
結
果
で
あ
っ
た
」
と
す
る
氏
の
問
題
把
握
の
基
本
を
謹
明
し

て
い
く
上
で
の
基
礎
作
業
と
し
て
の
意
味
を
も
っ
て
い
る
。

具
種
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

回
民
共
同
健
は
、
回
数
と
い
う
一
宗
教
を
通
じ
て
信
仰
者
が
清
員
寺
〈
集
園

稽
奔
を
行
な
う
寺
院
〉
の
周
圏
に
結
集
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

清
代
に
於
け
る
回
民
共
同
盟
の
規
模
は
、
都
市
で
は
清
田
県
寺
を
中
心
に
百
戸

J
五
百
戸
、
人
口
と
し
て
は
四
百
人
J
五
百
人
が
普
遍
的
な
も
の
で
あ
り
、
農

村
部
で
は
、
祈
祷
所
的
清
田
県
寺
を
中
核
と
し
た
小
型
集
圏
が
多
い
。

回
民
共
同
健
の
構
成
要
素
は
、
清
田
県
寺
・
宗
務
者
・
数
民
で
あ
る
。

共
同
慢
の
中
心
で
あ
る
清
田
県
寺
に
は
、
普
通
宗
務
者
と
し
て
数
長
(
掌
数
〉

阿
衡
、
伊
婿
目
な
ど
数
名
の
も
の
が
い
る
が
、
彼
等
は
軍
な
る
寺
院
の
管
理
者

に
す
ぎ
な
い
。

共
同
慢
の
賓
際
の
権
力
者
は
、
卿
老
或
い
は
頭
人
・
衿
番
と
呼
ば
れ
る
も
の
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で
、
彼
等
は
共
同
組
内
の
経
済
的
資
力
者
で
あ
り
、
間
内
統
に
も
と
づ
く

エ
キ
ス

パ
ー
ト
と
し
て
数
民
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
る
。

そ
の
主
要
な
任
務
は
、
数
長
の
招
問
問
、
清
田
県
寺
の
経
営
、
封
外
問
題
の
成

理
、
数
民
間
の
紛
字
調
停
な
ど
で
あ
る
。

そ
の
任
期
は
、
大
開
策
節
を
期
と
し
て
一
年
で
あ
る
が
、
重
任
さ
れ
る
可
能

性
も
多
く
、
卿
老
に
選
出
さ
れ
る
有
力
者
グ

ル
ー
プ
が
各
回
民
共
同
憾
に
存
在

す
る
。

数
民
で
あ
る
一

般
田
氏
の
職
業
は、

農
業
、
商
業
、
貿
易
、
家
畜
業
、
屠
殺

業
、
毛
皮
製
造
業
、
運
輸
業
、
鎖
業
、
捕
役
、
武
人
、
兵
務
な
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
指
摘
は
、
山
石
村
忍
氏
の
包
頭
回
数
一
位
曾
の
調
査
報
告
(
一
九
四
三

年
J
四
四
年
調
査
、
中
闘
回
数
枇
曾
の
構
造
)、
外
部
省
調
査
部
の
「
包
頭
に

お
け
る
四
民
概
況
」
(
回
数
一事
情
第
二
谷
第
三
鋭
)
、
王
紹
民
「
絞
迷
包
頭
的
回

民
概
況
」
(
馬
貢
半
月
刊
第
七
省
第
四
期
)
等
の
包
頭
回
数
枇
曾
の
質
態
調
査

報
告
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
特
に
岩
村
忍
氏
の
報
告
の
再
確
認
と
い
う
傾
向

が
強
く
、
そ
の
意
味
で
は
二
次
的
な
指
摘

で
あ
り
、
い
さ
さ
か
も
の
た
り
な

ま
た
、
包
頭
回
数
世
曾
を
中
心
と
す
る
回
民
共
同
健
の
分
析
は
、
そ
の
よ
る

と
こ
ろ
の
調
査
報
告
の
時
代
性
、
ま
た
包
頭
の
都
市
と
し
て
の
特
殊
的
な
位
置

か
ら
考
え
て
慎
重
に
扱
う
必
要
が
あ
り
、
清
代
に
於
け
る
回
数
社
曾
の
考
察
に

は
、
よ
り
質
設
的
な
研
究
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
の
意
味
で
は
、
「
国
民
起
義
」
を
用
い
て
考
察
し
て
い
る
清
代
雲
南
回
数

吐
舎
の
分
析
は
、
い
く
分
新
し
い
指
摘
を
輿
え
る
。

す
な
わ
ち
、

雲
南
田
氏
は
、
商
業

・
貿
易
(
緬
旬
貿
易
〉
な
ど
に
従
事
す
る

も
の
も
い
た
が
、
そ
の
佐
倉
的

・
経
済
的
基
盤
は
農
業
に
あ

っ
た
。
し
か
し
、

耕
地
面
積
が
狭
少
で
あ
り
か
つ
痩
土
が
多
か
っ
た
の
で
、
農
村
か
ら
分
離
析
出

さ
れ
た
も
の
は
、
砂
丁
・
娘
丁
と
し
て
探
鎖
倒
世
錬
等
の
拙
刷
業
に
従
事
し
て
い

た
。
彼
等
は
鍛
山
に
於
い
て
秘
密
結
祉
を
組
織
し
拙
刷
業
内
に
於
け
る
生
産
関
係

の
枠
を
こ
え
て
、
清
朝
そ
の
も
の
に
謝
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
凝
集
し
、
基
本
的

に
は
威
盟
・
同
治
年
間
の
回
民
運
動
勃
裂
の
原
因
を
な
し
た
。

ま
た
、
衿
者

・
頭
人

の
い
わ
ゆ
る

卿
老
は
、
特
に
帥
刷
業
商
に
於
い
て
は
、

「
回
民
廠
糾
」
と
し
て
史
料
に
あ
ら
わ
れ
、
投
資
家
集
闘
(
官
商

・
廠
主

・
管

事

・
鍋
顕
)
頭
人
集
図
(
幹
部
的
技
術
家
集
図
)
の
一
員
で
あ
っ
た
。
彼
等
も

ま
た
、
清
朝
の
末
端
行
政
管
理
機
構
の
一
部
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
た
が
、
生

産
過
程
の
中
に
深
く
入
り
こ
み
、
帥
刷
業
生
産
機
構
の
上
部
的
要
素
と
し
て
、
き

わ
め
て
重
要
な
生
産
的
役
割
を
果
た
し
、
最
後
に
は
清
朝
図
家
機
力
と
の
封
立

に
直
面
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

さ
て
、
右
に
指
摘
し
た
内
容
と
あ
わ
せ
て
、
回
民
共
同
健
研
究
が
、
佐
口
・

中
間
雨
氏

へ
の
批
判
に
関
連
し
て
菅
原
を
も
っ
て
く
る
の
は
、
先
述
し
た
よ
う

に
、
氏
が
雨
氏
へ
の
批
判
と
し
て
提
起
き
れ
る
回
民
運
動
(
特
に
道
光
末
期
の

も
の

)
H部
泌
解
放
巡
動
の
税
鮎
を
考
え
る
上
で
の
前
段
階
を
な
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
い
い
か
え
る
な
ら
ば
、
回
民
共
同
鰻
U
未
解
放
部
落
と
し
て
把
握

す
べ
き
こ
と
を
指
摘
す
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
指
摘
は
、
「
清
朝
の
国
民
に
劃
す
る
差
別
政
策
と
と
も
に
、
漢
民
卿
紳

層
の
横
暴
も
ま
た
回
民
の
貧
困
化
と
祉
曾
的
地
位
の
低
下
を
う
な
が
し
た
」
と

い
う
民
族
差
別
の
問
題
か
ら
、
具
飽
的
に
は
、

付
回
民
の
生
活
は
き
わ
め
て
困
窮
し
た
吠
態
に
あ
っ
た
。

ω回
民
は
漢
民
か
ら
賎
観
さ
れ
た
。

国
回
民
の
法
律
上
の
地
位
が
漢
民
に
比
し
て
低
い
。

伺
回
民
の
居
住
地
直
が
、
制
限
さ
れ
た
場
合
が
あ
る
。

の
如
き
鮎
で
の
国
民
の
吠
態
を
直
接
の
理
由
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
、
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般
に
中
園
回
数
徒
の
場
合
漢

・
回
聞
に
人
種
的
差
異
が
な
い
こ
と
な
ど
も
考
慮

に
入
れ
ら
れ
、
回
民
共
同
健
そ
れ
自
趨
が
中
園
枇
曾
内
に
あ
っ
て
、
す
な
わ
ち

清
朝
封
建
制
下
に
あ
っ
て
一
つ
の
階
級
的
な
意
味
を
も
っ
存
在
で
あ
っ
た
と
把

握
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

著
者
の
こ
こ
に
み
ら
れ
る
研
究
態
度
、
す
な
わ
ち
回
民
問
題
を
少
数
民
族
の

立
場
か
ら
再
検
討
し
て
い
こ
う
と
す
る
研
究
方
向
は
、
そ
こ
に
従
来
指
摘
さ
れ

得
な
か
っ
た
民
族
的
な
或
い
は
階
級
的
な
観
鮎
か
ら
の
問
題
提
起
を
内
包
す
る

の
で
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
十
分
に
評
償
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
回
民
共
同
慢
を
未
解
放
部
落
と
規
定
す
る
に
つ
い
て
は
、
い
く
ぶ

ん
疑
問
を
感
ず
る
し
、
ま
た
強
い
て
そ
の
よ
う
に
考
え
な
く
て
も
よ
い
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。

私
は
、
回
民
共
同
健
が
清
朝
封
建
制
下
に
あ
っ
て
、
階
級
的
な
意
味
を
も
っ

存
在
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
す
な
わ
ち
、
未
解
放
部
落
と
規
定
で
き
る
位
置
に

置
か
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
に
疑
問
を
感
ず
る
。
た
し
か
に
、
中
園

回
数
徒
は
漢
民
と
同
種
同
文
で
あ
る
と
言
っ

て
よ
い
が
、
彼
等
は
そ
の
習
慣
的

・
宗
教
的
側
面
よ
り
し
て
差
別
問
題
と
は
か
か
わ
り
な
く
、
骨
園
初
か
ら
別
民
族

と
し
て
、
す
な
わ
ち
中
園
枇
曾
内
に
於
け
る
少
数
民
族
と
し
て
存
在
し
た
こ
と

を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

清
朝
は
圏
内
統
治
政
策
と
し
て
民
族
問
題
を
た
く
み
に
と
り
あ
げ
、
各
民
族

聞
の
差
別
を
行
な
い
漢
・
回
封
立
と
い
う
現
象
を
生
ぜ
し
め
た
。
ま
た
、
こ
の

政
策
に
よ
り
回
民
が
よ
り
困
難
な
欣
態
に
遣
い
こ
ま
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ

る
。
し
か
し
、
問
題
は
あ
く
ま
で
も
、
民
族
差
別
の
問
題
で
あ
る
。
私
は
、
著

者
の
考
え
方
の
中
に
は
、
民
族
差
別
の
結
果
回
民
の
置
か
れ
た
吠
態
を
、
階
級

的
な
意
味
を
も
つ
も
の
と
し
て
同
時
的
に
把
握
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ら
れ
る
。

回
民
と
漢
民
は
階
級
的
な
関
係
に
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
階
級
矛
盾
は
回
民

一
位
曾
・
漢
民
枇
曾
の
中
に
お
い
て
見
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

回
民
共
同
種
内
部
に
お
い
て
は
、
一
方
に
は
衿
番

・
頭
人
に
代
表
さ
れ
る
上

部
構
造
と
し
て
の
。
投
資
家
集
図
。
。
地
主
。
と
し
て
の
回
民
が
存
在
し
、
彼

等
は
多
く
の
場
合
、
清
朝
の
末
端
行
政
機
構
の
中
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
た
。

そ
し
て
一
方
に
は
、
彼
等
に
従
属
す
る
国
民
が
お
り
、
雨
者
の
聞
は
、
階
級
閥

係
と
回
数
と
い
う
精
神
の
共
通
意
識
に
よ
る
闘
係
の
二
つ
に
よ
っ
て
結
合
さ
れ

て
い
た
。

従
っ
て
、
回
民
運
動
は
、
回
族
と
し
て
の
民
族
差
別
に
抵
抗
す
る
側
面
H
民

族
解
放
関
手
と
、
回
民
共
同
鰻
内
部
に
あ
る
階
級
矛
盾
か
ら
く
る
闘
字
H
階
級

闘
字
の
南
側
面
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

著
者
は
ま
た
こ
の
回
民
共
同
種
を
未
解
放
部
落
と
規
定
す
る
指
摘
に
あ
た
っ

て
、
新
一
鎧
回
民
の
例
を
も
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
中
園
田
教
徒
問
題
を
考

察
す
る
に
は
、
こ
れ
は
一
態
別
個
に
考
え
る
方
が
安
嘗
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま

た
、
回
民
の
貧
窮
化
を
考
え
る
と
き
、
清
朝
の
民
族
差
別
政
策
と
合
わ
せ
て
、

田
坂
輿
道
氏
の
指
摘
さ
れ
て
い
る
回
数
社
舎
の
内
部
事
情
に
よ
る
貧
困
化
の
原

因
を
も
考
慮
し
て
い
く
べ
き
だ
と
恩
わ
れ
る
。

さ
て
、
次
に
回
民
起
義
研
究
に
つ
い
て
鰯
れ
て
み
た
い
。

こ
こ
で
は
、
清
代
道
光
末
期
か
ら
威
堕
・
同
治
年
間
に
か
け
て
雲
南
省
で
起

こ
っ
た
回
民
運
動
、
い
わ
ゆ
る
パ
ン
セ
の
飢
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま

ず
、
こ
の
国
民
運
動
が
時
期
的
に
前
半
道
光
末
期
と
、
後
牟
威
堕
・
同
治
年
間

と
に
分
け
ら
れ
、
前
半
と
後
宇
と
で
は
性
格
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。

著
者
は
、
と
く
に
前
半
道
光
末
期
の
回
民
運
動
を
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

の
性
格
の
相
異
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
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す
な
わ
ち
、
道
光
末
期
の
も
の
は
、
「
、
氷
白
日
回
民
殺
抑
制
の
報
仇
を
目
的
と
し

て
、
清
朝
国
民
差
別
政
策
の
本
格
化

・
国
民
起
義
仲
良
の
直
接
の
原
因
で
あ
っ

た
香
把
曾
と
官
憲
の
助
国
政
策
に
封
し
て
回
民
が
部
落
解
放
運
動
を
展
開
し
た

も
の
」
で
あ
り
、
成
盟

・
同
治
年
聞
の
も
の
は
、
部
落
解
放
闘
字
が
洗
練
さ
れ

る
に
つ
れ
て
、
自
由
と
卒
等
に
醒
め
た
国
民
が
、
宗
教
的
信
頼
感
、
回
民
共
同

慢
の
解
放
健
制
な
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
園
結
を
強
化
し
、
漢

・
回
と
少
敏
民
族

を
結
集
し
て
行
っ
た
反
消
政
治
闘
字
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

道
光
末
期
の
回
民
運
動
を
部
落
解
放
闘
字
と
し
て
許
償
し
よ
う
と
す
る
視
鮎

は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
回
民
共
同
健
は
、
清
朝
の
民
族
差
別
政
策
に
よ

っ
て
作
り
出
さ
れ
た
未
解
放
部
落
で
あ
る
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
出
て
き
て
い
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
私
は
、
著
者
の
国
民
起
義
に
封
す
る
把
握
の
基
本

的
方
向
に
封
し
て
は
異
論
は
な
い
が
、
そ
の
分
析
過
程
に
於
い
て
は
、
ま
だ
検

討
す
べ
き
徐
地
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

国
民
起
義
の
最
初
の
形
態
で
あ
る
漠

・
回
互
関
、
或
い
は
遊
匪
根
徒
と
回
民

の
互
闘
は
、
清
朝
の
圏
内
統
治
政
策
と
し
て
の
民
族
差
別
の
政
策
、
民
族
互
闘

の
政
策
に
抵
抗
す
る
回
民
の
闘
宇
で
あ
る
。
こ
の
段
階
に
於
け
る
闘
字
の
革
命

的

エ
ネ
ル
ギ
ー
は

「永
昌
国
民
被
殺
の
報
仇
」
と
い
う
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
共
同
慢
に
お
け
る
宗
教
的
結
合
意
識
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
き
た

も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
、
封
建
制
下
に
お
い
て
か
か
る

エ
ネ
ル
ギ
ー

を
創
出
し
得
た
宗
教
と
い
う
も
の
の
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
、
か
つ
起
義
に
お

い
て
そ
れ
が
い
か
に
組
織
的
な
役
割
を
果
た
し
得
た
の
か
、
質
設
的
な
分
析
が

求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
回
民
起
義
、
か
、
た
ん
に
国
民
の
問
題
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
漢
民
と

そ
の
他
の
少
数
民
族
を
も
含
む
も
の
と
し
て
の
性
格
を
持
っ
た
こ
と
は
、
明
ら

か
に
起
義
が
階
級
悶
字
の
色
合
い
を
帯
び
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
段

階
に
於
い
て
は
、
起
義
の
革
命
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
っ
た
も
の
は
、
上
記
の
宗

教
的
結
合
意
識
か
ら
の
も
の
と
と
も
に
、
よ
り
階
級
的
矛
盾
の
爆
設
か
ら
導
び

か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

「
抗
糧
運
動
が
回
民
起
義
の
重
要
な
一
翼
を
に
な
っ
た
」
と
一
部
著
者
も
指

摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
起
義
進
展
の
中
で
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
階
級
矛
盾
が
よ

り
強
く
な
っ
て
き
た
と
き
、
民
族
的
差
異
を
こ
え
て
階
級
的
な
立
場
か
ら
回
民

・
漢
民

・
そ
の
他
少
数
民
族
の
農
民
を
主
力
と
す
る
大
幅
な
人
民
が
、
起
義
の

中
核
を
形
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
恩
わ
れ
る
。

さ
て
、
著
者
の
回
民
起
義
研
究
の
別
の
分
析
と
し
て
、
清
朝
の
回
民
政
策
の

考
察
が
あ
る
。
具
健
的
に
は
、
道
光
末
期
に
雲
貴
線
督
の
任
に
あ
っ
た
賀
長
齢

・
李
星
尻

・
林
則
徐
の
起
義
銀
座
政
策
の
相
互
比
較
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
特

に
「
林
則
徐
の
回
民
政
策
お
よ
び
そ
の
合
理
主
義
思
想
に
正
し
い
許
債
を
輿
え

る
」
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
起
義
に
燭
れ
て
い
る
。

賀
長
齢
の
回
民
政
策
に
つ
い
て
は
、

「回
民
起
義
の
賞
態
調
査
と
諸
情
報
の

蒐
集
に
は
じ
ま
っ
た
が
、
そ
の
質
態
調
査
も
異
に
客
観
的
な
も
の
で
な
く
、
た

だ
官
憲
の
報
告
を
そ
の
ま
ま
信
用
す
る
と
い
う
程
度
の
も
の
で
、

・
:
一
方
的

に
効
回
政
策
を
途
行
し
回
民
起
草
棋
の
深
化
を
招
来
す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
要

す
る
に
一
見
合
理
主
義
的
で
あ
る
が
ご
と
き
彼
の
政
策
も
、
そ
れ
が
賞
践
さ
れ

る
場
合
に
は
、
い
わ
ゆ
る
安
定
的
秩
序
の
原
理
と
な
る
現
貫
性
を
ほ
と
ん
ど
も

た
な
か
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
そ
れ
は
、
回
民
政
策
に
形
式
的
に
理
論
的
な
根
援

を
輿
え
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
」
と
許
値
さ
れ
て
い
る
。

李
星
況
の
封
回
務
鱗
理
に
つ
い
て
は
、
「
賀
長
齢
の
回
民
政
策
の
敏
陥
を
明

確
に
し
、
問
題
解
決
に
封
廃
す
る
に
あ
っ
た
」
。
彼
は
「
賀
長
齢
の
回
民
政
策

を
優
柔
不
断
の
も
の
と
規
定
し
」
百
六
回
阻
的
な
方
策
と
し
て
は
「
き
わ
め
て
高
姿

勢
で
、
清
軍
を
総
動
員
じ
て
各
地
に
頻
愛
し
て
い
く
回
民
起
義
を
一
一
挙
に
銀
座
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せ
ん
と
し
た
」
と
述
べ
、
結
局
李
星
況
は
、
「
中
華
的
外
夷
思
想
し
か
持
ち
あ

わ
せ
な
か
っ
た
清
朝
官
僚
の
典
型
的
人
物
」
と
評
償
す
る
。

こ
の
二
者
に
比
し
て
、
林
則
徐
の
政
策
は
「
少
数
民
族
に
封
し
で
も
漢
民
の

不
正
を
許
容
し
な
い
力
駄
を
有
し
、
か
つ
重
要
な
こ
と
は
、
林
則
徐
の
合
理
主

義
と
人
民
的
方
向
性
の
貫
徹
す
る
諸
政
策
が
翠
な
る
問
題
提
起
に
終
わ
ら
ず
、

巌
正
に
賀
行
さ
れ
た
」
と
述
べ
、
彼
の
偏
狭
な
民
族
主
義
に
と
ら
わ
れ
な
い
、

是
々
非
々
に
も
と
づ
く
合
理
主
義
国
民
政
策
は
、
「
可
能
な
か
ぎ
り
現
賓
を
直

視
し
、
検
討
し
て
い
こ
う
と
す
る
科
事
的
な
態
度
と
解
し
て
よ
く
:
・
中
華
的

な
排
外
思
想
し
か
持
ち
あ
わ
せ
な
か
っ
た
省
時
の
中
園
官
僚
と
し
て
は
、
す
ぐ

れ
て
進
歩
的
で
あ
っ
た
」
と
し
て
コ
両
い
許
債
L

が
奥
え
ら
れ
て
い
る
。

要
す
る
に
こ
こ
で
は
、
回
民
政
策
に
あ
た
っ
た
清
朝
官
僚
、
と
り
わ
け
林
則

徐
の
人
物
評
債
に
力
貼
が
お
か
れ
、
回
民
起
義
は
間
接
的
に
と
ら
え
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
貼
、
回
民
起
義
研
究
、
と
り
わ
け
そ
の
本
質
に
つ
い
て
深
い
分
析
を

し
て
い
こ
う
と
す
る
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
こ
こ
で
の
研
究
は
人
物
評
慣
に
と
ど

ま
り
す
ぎ
て
や
や
も
の
た
り
な
い
し
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
指
摘
が
回
民
起
義

研
究
の
上
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
、
考
え
て
み

る
必
要
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
く
に
著
者
が
、
「
中
閣
の
解
放
と
革
命

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
根
源
を
追
求
し
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
国
民
を
は
じ

め
少
数
民
族
の
哀
史
に
も
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
あ
て
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
」

と
強
調
さ
れ
る
鮎
か
ら
い
っ
て
も

・
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さ
て
、
本
書
の
内
容
に
つ
い
て
、
ま
こ
と
に
大
ざ
っ
ぱ
な
把
握
の
仕
方
で
紹

介
し
て
き
た
が
、
最
後
に
も
う
一
言
つ
け
加
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
ら
ば
、
そ

の
基
本
的
テ
l
マ
で
あ
る
中
薗
回
数
枇
曾
の
研
究
を
、
た
だ
中
関
史
内
の
問
題

と
し
て
の
み
と
り
扱
う
の
で
は
な
く
、
西
方
イ
ス
ラ
ム
世
界
と
の
封
比
と
い
う

鮎
か
ら
も
考
察
し
、
中
関
的
イ
ス
ラ
ム
世
界
の
特
徴
を
よ
り
明
き
ら
か
に
し
て

い
く
作
業
も
あ
わ
せ
て
考
え
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

輿
え
ら
れ
た
紙
数
も
つ
き
た
の
で
こ
れ
で
筆
を
置
か
せ
て
い
た
だ
く
が
第
八

章
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
燭
れ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
し
、
ま
た
共
同
盟

研
究
の
項
で
は
、
民
園
時
代
の
包
頭
回
数
社
曾
と
く
に
回
民
経
営
皮
毛
庖
の
研

究
の
項
に
は
鏑
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
多
分
に
紹
介
が
慾
意
的
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
恐
れ
る
。
ま
た
私
の
思
い
ち
が
い
や
一
方
的
な
把
握
を
し
た
か
も
し
れ

な
い
た
め
に
、
著
者
の
意
附
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
正
し
く
お
鱒
え
出
来
な
か
っ
た

貼
も
多
分
に
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
切
に
寛
恕
を
請
う
次
第
で
あ
る
。

最
後
に
、
こ
の
蓄
を
通
し
て
、
中
園
田
教
徒
民
族
を
は
じ
め
少
数
民
族
問
題

に
閥
心
を
も
っ
筆
者
に
幾
多
の
教
示
が
輿
え
ら
れ
た
こ
と
に
閲
し
て
、
深
く
著

者

に

感

謝

し

た

い

。

(

一紳
戸
輝
夫
)
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